
「環境・防災情報キオスク（e-KIOSK）」のデモンストレーションについて 

 平常時にはまちの様々な情報を提供し、災害時には自立電源を確保しながら安全情報や避難場所情報などを収
集・発信できる仕組みを構築すべく、2012年度から「環境・防災情報キオスク」の開発を開始している。 
 本年度の防災訓練では、メインキオスクとサブキオスクを各1台設置し、安全情報の発信をおこなう。 
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【メインキオスク】 ＜工学院大学 1階南側入口前＞ 
 複数の大画面から様々な情報を同時に閲覧できるとともに、内部スペースを
有し、タブレット等による情報検索や携帯充電ができ、非常時には物資の支給
拠点となることも想定している。 

【サブキオスク】 ＜新宿三井ビル 2階北側入口前＞ 
 画面は1～2画面で内部スペースも持たないが、小型で簡単に設置できる情報
拠点であり、タブレットによる情報検索や携帯充電スポット機能も想定している。 

［キオスク共通］ 
 平常時は、各ビルより電源と通信インフラの供給を受けながら、天気や鉄道運
行・イベント・観光・防災情報など地域の環境情報を常時発信する。 
 非常時には、バッテリーの装備やHV・EVとの連携によって72時間の自立運転
を可能とするとともに、拠点ビルとキオスクを結ぶ長距離無線LANネットワーク
により、エリア内の情報収集と発信を可能とする。また、各キオスクから数十m
の範囲内であれば、WiFiを使ってキオスク発信情報をスマートフォンで見ること
も可能。カメラも備え、エリア内の各キオスク周辺の映像を見ることもできる。 
 今回の訓練では2台の設置であるが、将来的には、各ビル・街区ごとに設置し
て、平常時・非常にに活用することを想定している。 
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平常時トップ画面（キオスクポータル） 

災害時 一時滞在施設情報画面 
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＜一般閲覧者用画面＞ 

 平常時には、キオスクポータル画面で、まちのイベント情報や天気、鉄道、また防災用として避難場所マップや
各種防災情報を提供する。 
 そして災害時には、このポータル画面から「帰宅困難者情報画面」に移動し、リアルタイムに更新される、ビルご
との受入情報（一時滞在施設情報）を見ながら避難をおこなう。 



平常時トップ画面（キオスクポータル） 

ビル情報入力画面 

［帰宅困難者用情報］ 

［ビル管理者情報入力］ 

IDとパスワードを入力 

ビル情報詳細表示画面 

［入力項目］ 
 ・ビルの安全性 
 ・滞留者受入可能人数 
 ・電気 
 ・水道 
 ・トイレ 
 ・ネット回線 
 ・冷暖房 
 ・けが人状況 

（入力内容が他ビルとともに確認できます） 
災害時 一時滞在施設情報画面 

（この画面が帰宅困難者に公開されます） 
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＜災害時のビル管理者入力・確認用画面＞ 

 災害時には、キオスクポータル画面から「ビル管理者情報入力画面」に移動し、各ビルの管理者はビルの安全
性や各種インフラの使用可能状況などを収集しながら本システムに入力・更新をおこなう。入力された情報はキ
オスクサーバに集められ、適切なタイミングで、周辺に滞留する帰宅困難者向けに「e-KIOSK」 やスマートホンで、

一時滞在施設情報として発信する。 


